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すぐそばにある里山と仲よく里地の人たち
が暮らし続けていく為に私たちが考え始め
たこと。

 地域の自然災害の歴史をまなび直して今を見つめ直す。
 気にして無かった自然からの豊かさの恵と寄り添う穏やかな心を
持ちながら自然の営みの波を理解しあい、伝統的な行事から自然
の波と向き合い自然のリスクを知る。

 災害はまたやってくる事を知り、自分事として備える事。

以上の三点に共通なことは、知るためには対話を活かす地域コミュニ
ケーションを大事にして行くこと。

昭和までは当たり前にあった地域力を見なおしても良いかも。



活動初期の会議のようす。

★地域資源のたな卸し作業会議。
★プラットフォームを支える人財





足元の地域資源を見直す必要がある



まさか目の前の裏山が！
なにが起きたのかが分からないままにそれ

は始まった。



７月１０日豪雨災害の朝は

その日はゴーンという音から始まった



災害時の航空写真と赤色立体図



まさかの災害を受けて災害に
強い山づくりを加速化する！
混乱の中でも今しかできない災害当事者たちの体験談を未来の地域社
会に係わる人たちに残す方法は対話の機会をつくるしかないと意見が
一致する。
それは、まさしく未来を創造する会議体としてのプラットフォームの
あるべき姿だと……。

１１月に災害地の場ですることが一番効果的だと一致。







里山の今と昔は変わらない姿。





それぞれに議論が進む









対話から生まれて来たこと。

まさか、災害が起きるとは…….。
知らない事が多すぎた。
災害はまた起きる事を家族で真剣に考えたい。
話し合う事が大事なことだと実感した。
身近い自然に向き合うことが少なくなっていた。
地域の３００年前の災害の歴史を初めて知った。
大事な事は忘れてしまわないために何かをする。
こんな話し合いがもっと広がってほしい。



ご清聴ありがとうございました。

田主丸未来創造会議副会長 吉弘辰一
２０２５，２．１４
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